日本史プリント49　　明治時代９（解答編）
●明治の文化

01：日露戦争後には、義務教育が（４）年から（６）年になりました。

02：医学では、世界的な研究をする人が現れました。

	（野口英世）
	黄熱病を研究した。

	（志賀潔）
	赤痢菌を発見した。

	（北里柴三郎）
	破傷風の病原菌と血清療法を発見した。


03：文学では、口語（話し言葉）で作品が作られるようになりました。

	（夏目漱石）
	「吾輩は猫である」「坊ちゃん」

	（森鴎外）
	「舞姫」「高瀬舟」

	（島崎藤村）
	「若菜集」「破戒」

	（石川啄木）
	「一握の砂」などの歌集


04：音楽では、ドイツに留学した（滝廉太郎）が有名です。代表作に「荒城の月」などが

　　あります。

05：絵画では、フランスに留学して洋画を描いた（黒田清輝）が有名です。

06：また、（岡倉天心）と（フェノロサ）は、日本画の復興に努めました。

●明治時代のまとめ

07：明治時代というのは、突然、それまでの鎖国が崩れてバタバタと始まったのですが、

　　終わる頃には、（日清）戦争と（日露）戦争で勝利を収め、始めに結んだ２つの（不平

　　等条約）も改正し、さらに、（朝鮮）まで手に入れるという、大きな成果を残した時代

　　でした。
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